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  会員各位                    平成 22年 11 月 22 日 

                            神奈川県産科婦人科医会 

                              会長  東條 龍太郎 

 
国立成育医療研究センターによる胆道閉鎖症早期発見のための 

パイロット事業協力について 

 

胆道閉鎖症は早期発見を必要とする先天性疾患ですがこの度センターにて開発された便色

カードを母子健康手帳に添付し、お母さんが生後１ヶ月～１ヶ月半に赤ちゃんの便色を比

色することでスクリーニングする事を目的としています。お母さんが異常と思ったら小児

科又は産科に受診し、血清総ビリルビンを検査し、異常値なら二次医療機関に紹介すると

いう別紙のような流れとなります。 

 神奈川県産科婦人科医会としては、赤ちゃんの足蹠部の毛細管採血より総ビリルビン 

測定し異常を発見することで、本年 12 月より開始されるこの事業に協力できればと考えて

おり、会員に下記の説明会の開催を計画しています。  

 宜しくご参加ならびにご協力をお願いします。 

 

記 

 

平成 22 年 11 月 27 日（土） 

胆道閉鎖症早期発見のためのパイロット事業説明会 

明治安田生命ビルラジオ日本ビル 3F 4：00 より 

（平成 22年度母体保護法指定医師研修会と併せて開催） 

 

以上 
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